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2@ B@ 3 疾病現象の構造的認識に よ る疾病対策立案の 試み 

東京都臨床医学総合研究所 

倉科 周介 ， Ⅲ岡 傍 子 ， 枠石 三東 

1 . 緒言 

現実の疾病現象 は 、 人口集団とそれが 構成する社会を 基盤として発現し、 同時 

にまた、 これらの発現基盤の 諸持桂を変化させる 重要な要因ともなる。 すなわち 

人口構造および 社会構造と、 そこに生ずる 破綻の一類型としての 疾病現象の間に 

は 密接な相互関係があ ると考えるべきであ る。 それ故にまた、 この関係を適切に 

観測し、 記述し、 分析する手段の 有無は、 疾病対策の成否を 左右するといっても 

過言ではない。 

人口現象も社会現象もともに 時空間世界の 中に連続 牲 をもって広範に 展開する 

存在であ り、 疾病現象も同様であ る。 特に今日の国民 医瞭 のま 要 課題とされてい 

るいわぬる成人病名 僅は 、 顕在化の時点にあ いて患者個体の 上で長い準備期間を 

持つことが経験的に 知られている。 したがってその 形成と発現の 過程を正確に 註 

識 することが、 過去から未来にっながる 疾病現象の現状を 明確にし、 将来の遷移 

傾向の推定とそれに 対処する効果的な 方策の策定に 大きく寄与すると 思 ，われる。 

2 . 研究の目的 

上述の如く、 わが国における 疾病現象の構造的認識を 可能にするための 知識 装 

ぽの曲発と、 その運用による 疾病現象の構造的特牲の 抽出ならびに 将来における 

疾病現象の変動傾向の 予測を試み、 更にとるべき 対策とその効果を 検討する。 

ここでいう知識装置とは、 われわれの手によって 開発運用の途上にあ る疾病 柿 

造 解析システム ( S A G E ) を 指ヲ 。 S A G E は成長型もしくは 進化型知識シス 

テム として構想されたものであ り、 その現状は常に 過去の構築作業の 結果であ る 

と 同時に不断の 発展過程の一局面であ るという性格を 持つ。 

故 に立小論では 現段階におけるシステムの 知成 脚源 とその逆用法に 基づいて 抽 

出された、 疾病現象の特性と 対策について 検討を加えた 結果を報告する。 

3 . 貸料 

傷病がもたらす 最大の健康損失は タ t 亡 であ る。 そして死亡は 疾病現象を棚成す 

る諸事情の中で 最も長期にわたって 記録が整備されている 事象であ る。 よって こ 

れを処理対象とした。 

( 1 ) 性別・年齢階級別・ 死因別死亡数表 

1 8 9 9 ヰ ( 明治 3 2 年 ) 以降、 刊行物としての 人口動態統計に 収 成 された日 

本人の死亡の 経年的全数記録。 ただし、 1 9 4 4 ～ 4 6 年は記録が欠落してあ り、 
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またそれ以前については 戦闘行為に伴う 死亡は一典して 対象外とされた 模様であ 

る。 さらに米東政 下 の 沖紺県 ( 1 9 4 5 ～ 7 2 年 ) も対象から除かれている。 な 

お死因は、 いわぬる船車 分頑 によったが、 悪性 睡鰯は ついてはさらに 基本分類に 

よる数値を併用した。 

( 2 ) 性別出生放 

1 8 9 9 年以降人口動態統計総覧より 経年的に得られる。 それ以前については、 

田租 2 5 年入ロ初鷹統計附録により 1 8 7 2 年 ( 明治 5 年 ) まで 硯測 可能であ る。 

( 3 ) 特定年次における 性別・年齢階級別日本人静態人口 

任意の年度における 田勢調査報告の 牲 別 ・年齢階板別人口数表を 用いる。 出生 

倣 および 累 横死亡放と 田 合せ・ることにより、 城府欠損の推計を 行う。 1 9 8 0 年 

度の貸料を試用した。 

4 , 方法 

A . システムの構成 

( l ) crude data fi ie 

原 貸料を記述形式、 内容ともに忠実に 収録したデータファイル。 某 計 の過誤 や 

紙 胚なども原本のままとする。 

(@ 2@ )@ revised@ data@ f@i le 

c 什 ude data f@e の経正 版 。 訊 竪の訂正はこの 段階で行う。 

( 3 ) real Ⅳ o Ⅱ d data fi le 

知斡 装釘上に破 定 された多次元直交座標 系 によって 定 拙される仮想空間 ( rea@ 

world frarme*o 冊と 呼ぶ ) 内の該当する 位 世に、 ( 2 ) の 要 索を記述構造を 分解 

して 配母 する。 

( 4 ) 「 eal world database 

比目された記述 要 % を real wo Ⅱ d の構造悪 案 群の写像と見 牧 し、 これを上記の 

仮想空間内に 逆写像することによって、 構造悪 莱群 より成る real world の部分 

葮を構築する。 記述 要莱 群から構造要素 群 の 逆 写像を作成するためのデータ 分割 

は s Ⅲ ine 補間法によった。 

B . S A G E  world の観測 

S A G E  wo Ⅱ d とは S A Q F の上に再 樹 成された 「 eal wo パ d の像であ り、 

具体的にはここにいう 所の real world database にほかならない。 これを目的に 

応じて 定哲 される平面に 写像することによって、 疾病 現 集の適切な局面を 硯 測す 

ることが可能となる。 この平面を real wo Ⅱ d map と 呼 ぶ 。 

データベースの 塊状と本研究の 目的から、 有功とみられるマップは 次の 2 種 頼 

であ る。 

( 1 ) 死因別世代マップ ( gene 「 at@on aaP) 

X 卸を時刻、 Y 軸を出生世代とする 平面。 個体もしくはその 束 団の生涯経路は、 

この平面上で 直 捜 y ミ a ( ただし x 茎 a , a は出生時刻 ) によって表される。 こ 
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5 . 結果 

検討範囲は時間 域 1 9 5 0 一 8 4 年、 世代 域 1 8 7 2 一 1 9 8 4 年世代とし、 

この区域内を 通る生涯経路を 持っすべての 日本人に生じた 死亡現象を対象とした。 

人口動態統計死亡数表の 簡単分領 に 表章された全項目 あ よぴ 基本分類に表 辞 され 

た 悪性新生物全項目について 検討が可能であ るが、 死亡率からみたま 要 度を考慮 

して以下の死因に 限定した : 総 死亡， 自殺， 事故， 全結核， 描 血管 疾忠 ， 虚血性 

心疾患， 古血圧柱心疾患， 心不全， 拙尿病 ， 肝硬変， 腎 疾患， 全摘， 食道癌， 胃 

癌 ， 結腸癌， 直腸癌， 肝油・ 膵怒 ， 胆接瘤 ， 肺瘤 ・ 掛魑 ， 膀胱 癌 ， 子宮 桶 ， 乳癌， 

前立腺癌， ホジキン病。 なあ 同一区域内における 生存数についても、 死亡数と同 

じ 平面上に写像した。 

A . 世代別死亡特性 

( 1 ) 総 死亡 : 後続世代になるほど 切蛆 死 ( 乳幼児期死亡 ) と前期途中元 ( 昔年 

期死亡 ) の減少が著明で 逆に終末 死 ( 老年期死亡 ) は増加傾向を 示す。 後期途中 

死 ( 壮年期死亡 ) は特に男子にあ いて世代と時代による 差異がみられる。 

  2 ) 自殺 : 1 9 3 2 一 3 4 年を中心として、 その敵機 各 6 年間に出生した 男子 

世代にあ いて、 青年期 あ よぴ 壮年の多発傾向が 靱蒋 であ る。 

( 3 ) 事故 : 各世代とも小児期 あ ょぴ 青年期に多発傾向を 持っ。 男子では多発世 

代は 1 9 1 1 一 1 3 年および 1 9 2 9 一 3 1 年世代で、 多発時代は 1 9 5 9 一 6 

「 年 および 1 9 6 8 一 7 0 年であ った。 女子では 抑若 な多発世代 は なく、 多発時 

代が 1 9 5 9 一 6 1 年および 1 9 7 1 一 7 3 年であ った。 

( 4 ) 心不全 : 男子の 1 9 2 6 一 3 1 年とその前後の 世代において 近年急激な増 

加傾向が認められる。 女子ではこの 傾向は皆無であ る。 

( 5 ) 拙尿病 : 心不全と同じく 男子の 1 9 2 6 一 3 1 年 とその前後の 世代にあ い 

て 、 近年急激な増加傾向を 認める。 

( 6 ) 肝硬変 : 男子の 1 9 3 2 一 3 4 年とその前後の 世代にあ ける増加傾向が 著 

しく、 このため、 男子の肝硬変による 死亡の 俺恩的 年余分布バターンは 大きく変 

化している。 

( 7 ) 全窟 : 男子で 1 9 4 1 一 4 3 年世代を中心に 増加を示唆する 傾向を認める。 

( 8 ) 食道癌 : 男子で 1 9 2 3 一 2 5 年世代周辺に 増加傾向がみられる。 

( 9 ) 拮揚癌 : 食道癌同様男子の 1 9 2 3 一 2 5 年世代周辺で 増加傾向をみる。 
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( 12) その他 : 胆 仮庵， 膵癌 ， 腎 癌などについても 1 9 2 0 年代出生の男子にお 

い て増加を示唆する 傾向がみられる。 

以上の検討から、 死因別の確率変数は 世代マップ上の 個別の位仮によって 一様 

ではない。 この差異の成因を 分析することで、 成人病各種に 対する制御目標 を、 
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6 . 考察 

S A G E world の中に再構成された 日ホ人の死亡現象の 時空間世界 像は、 死 

亡 現象の静態 傲 および動態 像 の 会 稗を多角的に 神 乱 することを可能にした。 これ 

により、 各種の死因による 死亡発生の将来 変 勒の傾向を、 適切かっ精密に 推定す 

るための 喘描が 得られたと考える。 データベースの 現状で可能なのは 死亡現象と 

人口現象の相互 関 孫の観測と分析に 限られるが、 さらに社会現象に 関するデータ 

べ ー スを 穏 込むことにより、 疾病，人口， 社会の三者間の 相互関係を的確に 認 謂 

し 、 かっそれらの 将来 倣は ついても理性的な 推測が可能になるものと 期待される。 
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